
 

   

  

  

 

 

２０２２年４月２８日 

東武鉄道株式会社 
 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、２０２１年１２月に国が創設した「鉄道駅バリアフリー料金

制度」を活用することにより、ホームドア整備駅の拡大を検討するとともに整備の推進を加速化して

まいります。 

 

ホームドア整備については、ホームにおける転落防止等、

さらなる安全性の向上を目的として合計４０駅を整備対象駅

とし、２０２１年度までに国・関係自治体のご支援のもと１１駅

を整備しています。 

 

【ホームドア整備対象駅】※設置済みの駅を含め 合計４０駅 

① １日のご利用者数が１０万人以上の駅 計１２駅 

② 東京オリンピック・パラリンピック競技会場最寄駅 計２駅 

③ 特にご利用者数の多いエリアの駅やご利用者数が５万人以上

の駅 計２６駅 

 

今後は、２０２３年春を目途に「鉄道駅バリアフリー料金制度」

を活用することにより、従来の計画（４０駅）に加え、ホームドア

整備対象駅の拡大を検討するとともに整備の推進を加速化します。 

 

また、ホームドア以外の駅設備のバリアフリー化についても同制度を活用し、国が定めるバリアフリー法

の基本方針に基づき、２０２５年度までに１日のご利用者数が３千人以上の駅及び２千人以上の駅であり、

かつ重点整備地区内の生活関連施設である駅については原則として全てバリアフリー化し、国の基本方針に

おける目標の達成を目指します。 

 

詳細につきましては、「鉄道駅バリアフリー料金制度」について国へ整備等計画を届出する際にお知らせ

いたします。 
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ホームドア整備駅を拡大・整備の推進を加速化します 

 

駅をより安全にご利用いただくために 

久喜

せんげん台

北越谷

越谷

川越 新越谷

蒲生 流山おおたかの森

上福岡 新田

ふじみ野 獨協大学前 柏

草加

谷塚

志木 竹ノ塚

西新井

朝霞 梅島

和光市 五反野

成増 小菅 船橋

下赤塚 北千住

東武練馬

上板橋 【凡例】

ときわ台 整備済

中板橋 とうきょう ２０２２年度中に整備

大山 スカイツリー ２０２２年度中に工事または調査

下板橋 設計着手

北池袋 ２０２３年度以降調査設計着手予定

池袋 押上 １日のご利用者数１０万人以上

１日のご利用者数５万人以上

春日部

大宮

朝霞台

駅名

駅名

至 栃木

至 寄居

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

至 浅草

東
上
線

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

至 館林

従来のホームドア整備計画（４０駅） 


